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実証対象技術名 
環境技術開発者名 

技術の内容（処理フロー図） 

微生物製剤添加型ハイ
ブリッド生物処理法 
 
 ㈱エス・エル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この技術は、活性汚泥方式と固定床式接触ばっ気方式を同一槽でハイブリッドに組み合わせた生物処理方式である。厨房からの排

水は、前段の調整槽において水量・水質を平均化し、微生物製剤(ダイナトリート 2000)を添加して油脂の加水分解を容易にする。そ
の後、後段のひも状接触材を充填した生物反応槽において、排水中の油脂やＢＯＤなどを分解処理する。処理水は、沈殿槽で固液分
離し、上澄水は放流する。沈殿した汚泥は生物反応槽へ返送し、生物処理に活用すると同時に、余剰汚泥分の減量化を図る。 
 

揺動床式生物処理法 
  
 デンセツ商事㈱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
この技術は、従来の活性汚泥処理の原水調整槽及びばっ気槽にひも状接触酸化ろ材（バイオフリンジ）を充填し、処理効率の向上

を図ったものである。排水は振動スクリーンにより固形物を除去し、原水調整槽に貯留する。ここには接触材が充填されており、非
ばっ気の状態で主に接触材中の嫌気性微生物による処理を行う。次に揺動床式接触ばっ気槽において、排水中の有機物を接触材に付
着している高活性微生物の働きにより吸着分解処理する。処理水は沈殿槽で固液分離後放流し、沈殿汚泥はばっ気槽に返送される。 

 
※実証対象技術の概要については、環境技術開発者からの情報を記載しています。 
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